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ご利用頂きありがとうございます。今月もよろしくお願い致します。 2024年12月1日発行
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年内に車の処分をお考えのお客様へお知ら
せです。年内の抹消をご希望の方は、抹消に必要な書類を必ず事前に
ご準備して頂き、ご依頼をお願い致します。

尚、誠に勝手ながら、当社の年内抹消受付期限は

12月13日（金）入庫分迄 とさせて頂きます。

お間違いのないよう宜しくお願いいたします。

編集担当/戸田まなみ

11月の三連休、花畑広場で開催されたKUMAMOTO台湾祭＆JAPAN
グルメバーガーフェスに参戦してきました！

KUMAMOTO台湾祭は、台湾の物品や食べ物の販売、台湾チックな灯
りでサクラマチが彩られる点灯セレモニーなどがあり、会場が台湾一色に
なるお祭りです。私のお目当ては台湾グルメ。中でも
豆腐花(トウファー)というスイーツが前々から気に
なっていました。豆腐花は豆乳でできているので
ヘルシーで栄養価も高いスイーツです。フルーツと
甘いシロップが入っており絹ごし豆腐のような食感。
さっぱりしたお味でスイーツを食べているのに豆乳を
使用しているおかげで罪悪感はゼロでした。

隣の会場では、JAPANグルメバーガーフェスが行われており、ハンバ
ーガー日本一決定戦に出場した店舗や全国のグルメバーガーの名店が集結
していました。美味しそうなバーガーがたくさんありましたが、どの店舗
も長蛇の列…。頑張って並び、手に入れたのは大分県のSUNVIEW  

BARGER SHOPのジャークチキンバーガー。
バンズからはみ出る程のチキンの大きさで味も食べ
応えも大満足な一品でした。天候も良く、お目当て
のバーガー、豆腐花も食べることができて、家族で
楽しい休日が過ごせました。

始めました!
この度、株式会社キタグチはInstagramを
始めました！
廃車買い取りの事やリサイクルパーツの事、
株式会社キタグチがどんなことをしている
のか、時に編集者の日常を挟みながら、毎日
フレッシュな情報と発信しています

宜しければ是非ご覧いただき、フォロー＆
いいね！をいただければ嬉しいです

私の息子は最近、魚釣りにハマっています。
元々、釣り堀には行っていたのですが、いつも
行く釣り堀が閉店してしまい、怒った息子の機
嫌を取る為に主人が釣り竿を買ってあげたこと
がきっかけでした。

マイ釣竿を手に入れた息子はとても喜び、釣
り竿と一緒に寝たり、どこに行くにも釣り竿と
一緒。そして、キラキラした目をして、何度も
何度も私に言うんです。『この釣り竿でママに
鯛を釣ってあげるけん！』と。(惚れてまうやろ!!)

あまりにも毎日言い続けるので、昔釣りをした
ことがあるじぃじ(私の父)に話したところ、
『じゃあ今度一緒に釣りに行こうかね』と言ってくれました。この返答を
今度の日曜日と思いこんだ息子は、『今度の日曜日にじぃじと釣りに行く
約束をした！早く準備せなん』と言い出し、まだ週半ばというのに準備を

始めました。
絶対に約束をした！というので釣りに行くこ

とに。場所は家から一番近い熊本新港。釣りに
飽きてもすぐ帰れる場所です。私はどうせ全然
釣れなくて、釣りブームも終わるんだろうと期
待していたのですが、意外に食いつきがよく、
最終的にはハゼが8匹、グチが2匹の合計10匹
も釣れました。息子は大喜び！

釣れた魚は、御所浦出身の母が見事に捌いて
くれたので、グチは煮つけに、ハゼはから揚げ
にしていただきました。煮つけは身がふんわり
、から揚げはカリッカリに揚がっていておいし

かったです。予想外に釣れた息子は、相当楽しかったようで案の定、また
行く！と言っています。今回の釣りで父もハマってしまい、すでに釣り竿
を購入したようです。

新港で出会った海苔漁師のおじちゃんが『ここは冬にはヒラメが釣れる
けん』と言っていたので、両親を誘ってまた釣りに行きたいと思います。

海を見ながら椅子に座ってのんびりアタリがくるのを待つ、久しぶりに
両親とゆったりした時間を過ごすことができて私自身も大満足な一日でし
た。

当社の新しい看板を設置していただきました
！場所は南区の奥古閑町と富合町です。目立
つデザイン＆見通しのいい場所なのですぐに
見つけられるかも…♪

当社では自動車の買取をご依頼いただいた方を対象に免許証返納手続き
の代行サービスを実施しています。お気軽にお問い合わせください
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